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2024 年７月 12 日 

各 位 

 会 社 名  株式会社アクリート 

 代表者名  代表取締役会長 株本 幸二 

 （コード番号：4395、東証グロース） 

 問合せ先  代表取締役社長 田中 優成 

 電話番号 050-5369-3777 

中期経営計画の修正に関するお知らせ 

当社は、2024 年７月 12 日開催の取締役会において、2022 年 8 月 18 日にお知らせした「中期経営計

画 2023-2025」（以下、中期経営計画という）につき、下記のような中期経営計画の修正を行うことを決議

いたしましたので、ここにお知らせ致します。 

記 

１． 中期経営計画の修正の理由 

今回の中期経営計画修正は、2023 年 12 月期終了時点で、策定時以降の当社の事業に係る事業

環境の大きな変化、当社の事業体制の立ち遅れ、それに伴う当該期及び中期経営計画の対象期間

において、当初の計画値を下回ること、そして踊り場を迎えたＳＭＳ市場において、当社の次なる成

長戦略を社内外にお示しすることが必要であるとの判断が修正を行う理由となっております。 

当社はすでに 2024 年２月 15 日に「将来の予測情報の修正及び新たな経営体制に関するお知ら

せ」にてお知らせしたように、当社としての市場動向に対する見通しの甘さと経営及び事業体制の脆

弱さにあったことが、計画値の修正の大きな要因であるとして、2024 年３月 29 日開催の定時株主総

会にて経営陣を刷新し、新たな経営体制への移行を行いました。 

今回の中期経営計画の修正は新経営陣によって当社の現状と新たなビジョンに基づき、行われた

ものであり、よってこの修正された中期経営計画の着実な達成を図ることとし、当社の新たな「未来」を

切り開く礎とするものとしております。 

当社はＳＭＳ事業においては業界のパイオニアとして「通数」において今期もトップシェア争いを続

けており、今後も一定のシェアを確保した事業展開は可能であると判断しておりますが、競争の激化、

不安定な国際情勢や社会情勢、それに伴う為替市場の混乱や物価の高騰など、事業環境は大きく

変化しており、当社においても SMS 事業での単価の下落は収益を直撃しており、通数の伸びが収益

に直結しない事態となっております。こうした事業環境の変化やそれに対する対応策等は前回の中

期経営計画では全く想定されておらず、事業リスクに関する管理も行われていない状況であったため

に、無防備かつ無策であったことが、計画値の未達の大きな要因であり、今回の修正の理由でもあり

ます。 

尚、今回の修正された中期経営計画につづく、2026 年以降の経営計画については、当該修正中

期経営計画の進捗報告と共に然るべき時期に策定、お知らせさせていただきます。 
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２． 主な修正事項について 

（１）経営ビジョンについて 

当社としてのビジョン及びミッションについては、ほぼ承継しております。ただし、テーマとして「新たな

次代のアクリートへの転換」として今回の修正においては当期から来期を、中長期的に企業としての

方向性と企業価値創造・向上のための端緒をつける時期として設定し、従来の事業計画を根本的に

見直し、2026 年 12 月期以降の中期経営計画策定に取り組んでいくこととしております。 

主な修正事項に関しては下記の通りであります。 

 

（２）セグメントについて 

従来のセグメントは、当社におけるセグメントの設定として①国内メッセージング事業と②海外メッセ

ージング事業という２つのセグメントの設定としておりましたが、今回の修正においては新たな企業価

値の創造を目指して、ＳＭＳ事業を１つのセグメントとして設定し、加えてソリューション事業と投資・イ

ンキュベーション事業の３つの事業セグメントの設定に修正致しました。 

これまでは当社の展開する事業は「ＳＭＳと非ＳＭＳ」という発想でしたが、これでは事業の幅が限定さ

れてしまい、事業・企業活動に自ら枠をはめてしまうと判断し、当社の実績や営業面の資産、企業間

ネットワークなどを活用した事業戦略に基づいて事業展開可能なセグメントの設定と致しました。 

 

 （３）各事業セグメントについて 

①コミュニケーション（ＳＭＳメッセージング）事業 

   ＳＭＳ事業における国内メッセージング事業と海外メッセージング事業により構成され、当該事業は

テレコミュニケーションサービス全般を対象に事業展開を行って参ります。 

また「アジアのアクリート」を標榜したアジア地域を対象とした事業の国際化は従来の方針を継承して、

引き続き、海外事業部を新設し、子会社の VietGuys Joint Stock Company 社での事業展開、中国の

大手ＳＭＳ通信事業者との業務提携、アジア企業を対象としたＭ＆Ａ等を中心に量的拡大を目指し

た事業展開を行って参ります。 

   また、ＳＭＳテキストメッセージング事業に付帯するサービスとしてはクラウド化や生成ＡＩ連携音声系

サービスとの融合、ｅＫＹＣ/本人確認情報等を展開していきます。 

    

②ソリューション事業 

前回の中期経営計画において「新たな収益源となる新規事業」と想定していた新規事業部門を、

今回ソリューション事業として展開する事とし、新たな次代のアクリートへの転換の為の成長因子とし

ました。ＡＩをキーワードとしての取り組みを中心としています。 

ＡＩに関しては、誤学習や、プライバシー侵害、ハルシネーションといったＡＩの性能や信頼性を疑

問視する声も聞かれます。また、ＡＩモデルの作成やサービス提供に利用する計算インフラの利用料

（クラウド費用、ＧＰＵなどのハードウェア価格）は非常に高額となっており、多くの事業者においてそ

の収益を圧迫していると言った懸念もあります。 

他方、当社ではＡＩの認証等サービスへの導入はその進化を考えると必須であると考えており、国

内だけでなく、アジア全体、世界全体に目を向け高信頼のＡＩサービス事業者と連携に加え、安価且
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つ高信頼なクラウドサービス、ハードウェア、データセンターを提供出来る事業者と連携することにより、

これらの課題に対処し、ソリューションとして提供していきます。ソリューション事業は当社の営業資産

を活用するために機能します。 

 

②-１. ハード・アンド/プラス・サービス事業  

生成ＡＩの利用拡大による需要の高まりを受けて、昨年期より取り組んできたＧＰＵ関連の取引を継

続、拡大していく計画とします。ＡＩソリューション事業と連携して営業活動行うことにより、新たな顧客

開拓にも取り組んでいきます。また、ＧＰＵサーバーを含むハードウェアやＡＩソリューションは、ベンチ

ャー企業のインキュベーションにも活用出来ると考えております。 

 

②-２. 認証＆ＡＩソリューション事業 

生成ＡＩ関連ソリューションは、先行してコミュニケーション事業の分野において、「NudgeMaker® 

for SMS」の販売を 2024 年１月 10 日に開始しています。加えて、声紋など多要素認証の取り組みは

引き続き行う一方、特にＡＩを使った認証サービスに力を入れて行きます。 

具体的には海外において実績が出始めている以下のソリューションの検討を開始しています： 

 ― 新たなシステムとしての健康やクレジットに関するスコアリング・認証ソリューションの展開 

 ― コールセンターでのＤＸ化のためのＡＩエージェントソリューション 

 ― 子会社のテクノミックスを通して教育関係ＡＩソリューション等 

   

③投資・インキュベーション事業 

  次代へ向けた取り組みとして、投資部門を新設し、当社とのシナジーのある技術・テクノロジーを

発掘し、それらに対して投融資を行っていくことで事業面でのアライアンスの一環として機能させてい

き、当社を常にリーディング企業足らしめていくことを目的とし、新たな企業価値創造のキーとして展

開していきます。 

  有望な開発系やＡＩベンチャーへの投資を通して、当社での社内活用やインキュベーションを行

なう事で投資先の事業育成支援を行いつつ、事業収益面での取り込みを目指すような形態で事業

展開して参ります。 

  これまでも当社のソリューションとしてＳＭＳの付帯サービスとなる可能性のある技術の発掘を行っ

てきた経緯から既に投資先候補も発掘しております。 

 

 （４）組織改編について 

①役付取締役の変更 

代表取締役会長である株本幸二を代表取締役社長とし、また経営統括本部本部長を兼任、代表

取締役社長である田中優成を代表取締役副社長とし、営業統括本部長を兼任することと致しました

（※）。現在、上記２名の社内取締役にて事業推進、コーポレートマネージメントを機動的に行うため

の体制への展開を目的としており、合わせて 2024 年 7 月１日より社長室を新設し、アクリートグルー

プ全体の経営企画・経営管理面業務のスピーディかつ効率的な体制を強化致しました。 

※代表取締役につきまして、役付取締役に関する決議を 2024 年７月の定時取締役会にて決議する
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予定です 

 

②二本部制と二名代表制 

経営統括本部と営業統括本部の二本部制であり、それぞれを代表取締役が担当し、新たなセグメ

ントとした事業展開におけるスピーディな意思決定と実行力を重視した組織としました。 

 

③社長室新設 

新設の社長室は成長戦略を担う海外事業及び投資・インキュベーション事業を担当し、中期経営

計画を推進するエンジン役の１つを担っております。これまで当社のウイークポイントとなっていたコ

ーポレートガバナンスと経営企画面の強化を補強するように社長直轄で迅速な対応を可能とするよう

に機能させていきます。 

 

④３つのセグメントによる事業展開に適合した事業体制 

従来の組織が事業展開に適合していなかった面が多々あった反省から事業体制についても、別

途取り決めを行い、機動的な事業活動を可能にしました。 

※別紙「中期経営計画修正について」の組織表参照 

  

（５）海外展開について 

    従来からの「アジアのアクリート」という方針は維持しつつ、その内容については業務提携を含むＳ

ＭＳ事業の国際化とＭ＆Ａによる市場獲得によるものとし、社長室にて管理統括していくこととします。

すでに子会社にて事業展開するベトナムに加えて中国の大手ＳＭＳ事業会社との協業に関しても協

議しており、その他のアジア各国においても新経営陣の持つ海外ネットワークを活用して当社の業

容拡大を図るべく、プロジェクト・ソリューション単位での営業・提携等を積極的に展開していく計画と

しています。 

３． 経営目標 

2024 年 2 月 15 日にお知らせした当期に関する予測情報の修正の数値はそのままとし、中期経営

計画において公表している 2025 年 12 月期につき、今回の修正に基づいて目標数値としてお知らせ

致します。今回の修正にあたり、既に発表されている 2025 年 12 月期の数値目標につき、策定時の

想定、策定以後の事業状況等の検証を行ないつつ、修正した新たな事業計画を考慮し、経営指標

の目標値として策定致しました。残念ながら目標計画値としては、公表値と大きく乖離したものとなり

ましたが、現状と事業計画から算出させていただきました。 

当期及び来期に関する経営目標数値に関しては、修正した中期経営計画の進捗に応じて、予測

情報の修正の必要が生じた場合には適時情報開示を行って参ります。 

 

数値目標 

 2024 年 12 月期 2025 年 12 月期 

 売上高 営業利益高 売上高 営業利益高 

公表値 7,319 433 17,000 3,000 

（単位百万円） 
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   ※当期の数値に関しましては 2024 年 2 月 15 日に「将来の予測情報の修正及び新たな経営体制に

関するお知らせ」にて開示させていただきました数値のままとしており、当期の連結業績予想とし

てお知らせさせていただいております。しかし、2025 年 12 月期の数値に関しては公表値につき、

その実現性において、当社内で検証した結果、非常に低いと判断したために、今回の中期経営

計画修正において、その旨をお知らせするものであります。2025 年 12 月期の数値を業績予測と

してお知らせするまでには、今回修正した経営計画に基づく事業計画の進捗をふまえてからと致

したく、今回はあくまで目標想定値としてお示しするものであります。 

４． 今後の見通し 

今回の「アクリート中期経営計画 2023-2025」の修正に伴い、事業の進捗を含め、発生事実、決定

事実が生じた場合には適時、お知らせさせていただきます。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の想定値 7,319 433 7,500～8,200 480～700 
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